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７－28　加賀－福井沖の断層分布
Distribution of the faults off Kaga-Fukui

海上保安庁海洋情報部
Hydrographic and Oceanographic Department，Japan Coast Guard

　調査は平成 15年 8月から 9月にかけて実施した。調査にはマルチビーム音響測深機（シービーム
2000），シングルビーム音響測深機（DESO20），スパーカー（発振エネルギー 1500J，発振間隔 2秒），チャー
プソナー（発振エネルギー 30J，発振間隔 0.5秒）を使用した。主測線方向は東西とし，これに直交す
る交差線を設けた。主測線間隔は 0.5海里，交差線間隔は 5海里とした。
　調査区域には大陸棚，越前堆列の一部及び大陸斜面が包含されている。大陸棚の外縁水深は北部で
は 110 m前後，南部では 130 m前後を示し，大陸棚外縁部は明瞭な傾斜変換点が認められる。安島岬
の前面では大陸棚が北西方向に張り出し，75～ 110 mでは顕著な平坦面を形成している。越前堆列の
一部である松出シ，大グリは北東－南西方向に長軸をもつ高まりである。大陸斜面の等深線の一般的
走向は北部の松出シ，大グリ以北では北東－南西，南部では南北である。越前堆列北東端の前面には
凹地が形成されている。
　調査海域の地層は，音響的層相や不整合を基準にし，上位からⅠ～Ⅶ層に区分した。断層の分布は，
大陸棚の沿岸部及び大陸斜面に認められる。走向は北西－南東，北北西－南南東，北北東－南南西，
南北とあらゆる方向を示すが，北西－南東が卓越している。断層による変位はⅡ層以下までで，Ⅰ層
におよんでいるものはない。Ⅱ層を変位させる断層は，福井港西方の大陸斜面や大グリの北西方に位
置している。沿岸部に位置する断層はⅢ層以下を変位させるものである。断層の長さは 2～ 6 kmであ
るが，調査海域の北方及び西方に連続すると推定される断層もある。
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第 1図　調査海域
　Fig.1　Surveyed area.

第 1表　層序区分表
Table 1　Stratigraphic division.
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第 2図　加賀－福井沖海底地質構造図
　Fig.2　Submarine geological structure map off Kaga-Fukui.
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第 3図　加賀－福井沖海底地質断面図
　Fig.3　Submarine geological section off Kaga-Fukui.
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